
▲北小児童が転校する予定の播小、蓮池小、西小 ▲いじめの無い、楽しい学校生活を�

　
子
ど
も
の
い
じ
め
に
よ
る
自

殺
が
相
次
い
で
い
る
。
そ
の
原

因
と
解
決
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
政
府
・
与
党
が
進
め
る
教
育

基
本
法
改
悪
に
関
連
し
、
す
で

に
東
京
の
あ
る
区
で
は
学
力
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
学
校
選
択

制
と
セ
ッ
ト
で
、
点
数
で
学
校

が
序
列
化
さ
れ
て
い
る
。
�

　
行
過
ぎ
た
競
争
が
子
ど
も
の

ス
ト
レ
ス
と
な
り
い
じ
め
の
現

象
に
つ
な
が
る
の
で
は
。
�

①
教
育
基
本
法
改
正
案
を
ど
の

　
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
�

②
小
・
中
学
校
で
い
じ
め
が
あ

　
る
の
か
。
そ
の
対
応
は
。
�

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
は
。
�

④
「
子
ど
も
の
悩
み
ご
と
相
談
」

　
の
実
施
を
。
�

���①
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
含
ん
だ
ま
ま

参
議
院
に
送
ら
れ
、
遺
憾
に

思
っ
て
い
る
。
�

②
い
じ
め
の
報
告
は
受
け
て
い

な
い
。
学
級
担
任
、
生
徒
指

導
担
当
、
校
長
か
ら
教
育
委

員
会
に
報
告
さ
れ
、
い
じ
め

の
確
認
が
あ
れ
ば
個
別
、
集

団
指
導
を
行
う
。
�

③
小
２
か
ら
中
３
ま
で
実
施
し
、

命
の
大
切
さ
を
み
ん
な
で
考

え
る
趣
旨
に
立
っ
て
い
る
。
�

④
「
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」
の
紹

介
と
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
で
対
応
し
た
い
。
�

���　
全
国
の
中
学
校
給
食
の
実
施

率
は
７４
％
。
中
学
生
は
人
生
で

最
大
の
発
育
期
で
、
骨
密
度
の

定
着
も
一
番
必
要
な
時
で
す
。
�

　
給
食
は
教
育
で
人
間
づ
く
り

の
原
点
で
す
。
中
で
も
自
校
方

式
は
調
理
完
了
か
ら
食
事
ま
で

の
時
間
が
短
く
、
安
全
性
が
高

く
手
作
り
の
献
立
が
で
き
、
災

害
時
の
応
援
態
勢
が
と
れ
ま
す
。

　
中
学
校
給
食
の
早
期
実
現
を
。
�

���　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
や
、
風
土
、
伝
統
に
根

ざ
し
た
食
文
化
の
継
承
や
社
会

性
を
育
て
る
た
め
大
切
で
す
。
�

　
保
護
者
か
ら
の
要
望
も
多
く
、

町
長
の
公
約
で
も
あ
り
ま
す
。
�

　
財
政
面
も
考
慮
し
な
が
ら
調

査
研
究
を
進
め
た
い
。
�

���　
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
住
民

は
安
全
で
安
く
て
便
利
な
公
共

交
通
機
関
を
求
め
て
い
ま
す
。
�

　
中
央
公
民
館
で
の
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
、
町
内
巡
回

の
バ
ス
運
行
の
実
現
を
。
�

����　
巡
回
バ
ス
は
、
自
動
車
・
自

転
車
の
利
用
困
難
な
方
の
移
動

性
を
高
め
、
公
共
施
設
の
利
用

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
や

す
く
す
る
も
の
で
す
。
�

　
平
成
１９
年
度
よ
り
運
行
方
法
、

経
費
、
利
用
予
測
の
調
査
研
究

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
�

　
北
小
学
校
全
児
童
２
４
４
名

が
３
つ
の
小
学
校
で
５５
の
ク
ラ

ス
に
分
離
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
�

　
一
人
の
教
師
が
受
け
持
つ
人

数
が
増
え
、
細
か
い
観
察
、
援

助
が
さ
ら
に
困
難
に
な
り
ま
す
。
�

　
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
２
名
か

ら
８
名
増
え
教
育
環
境
は
悪
化

し
ま
す
。
対
策
と
３０
人
学
級
の

実
施
を
。
�

��　
北
小
学
校
の
教
職
員
の
配
置
、

悩
み
や
問
題
を
集
約
で
き
る
教

員
の
校
務
分
掌
へ
の
位
置
づ
け
、

統
合
加
配
の
県
へ
の
要
請
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置
、

学
級
経
営
の
基
盤
作
り
な
ど
北

小
学
校
の
児
童
が
安
心
し
て
通

え
る
環
境
づ
く
り
に
全
力
を
挙

げ
ま
す
。
�

　
１
学
級
の
定
員
を
３０
人
に
す

る
こ
と
は
理
想
で
す
が
今
の
と

こ
ろ
発
展
し
た
考
え
は
な
い
。
�

��　
１０
月
９
日
に
宮
西
公
園
付
近

の
水
田
川
で
水
難
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
�

　
「
水
深
が
深
く
な
り
転
落
し

て
も
這
い
上
が
る
こ
と
が
出
来

な
い
。
」
「
小
さ
い
子
を
引
き

上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
」
な
ど
、

水
田
川
の
改
修
後
、
宮
西
公
園

の
付
近
が
危
な
い
と
の
住
民
の

声
が
あ
り
ま
す
。
川
に
面
し
た

柵
の
間
隔
が
５５
セ
ン
チ
で
大
人

で
も
く
ぐ
れ
る
。
安
全
対
策
を
。
�

���　
�

　
水
田
川
は
改
修
後
、
平
成
１６

年
の
台
風
の
お
り
に
は
整
備
効

果
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
�

　
水
路
断
面
を
大
き
く
し
流
下

能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
以

前
の
水
路
よ
り
掘
り
下
げ
て
い

ま
す
。
下
流
側
は
以
前
に
も
増

し
て
潮
の
干
満
の
影
響
を
受
け

る
感
潮
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
安
全
対
策
は
加
古
川
土
木
事

務
所
と
協
力
し
検
討
し
ま
す
。
�

�

����　
「
窓
や
網
戸
が
す
す
で
真
っ

黒
に
な
る
。
」
、「
喘
息
は
お

医
者
さ
ん
に
空
気
の
汚
れ
が
原

因
。
」
と
言
わ
れ
た
な
ど
の
被

害
の
声
が
あ
り
ま
す
。
�

　
降
下
ば
い
塵
の
４
割
は
、
神

戸
製
鋼
の
物
質
と
神
戸
製
鋼
も

認
め
て
い
ま
す
。
被
害
の
補
償

を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
�

　
播
磨
町
は
神
戸
製
鋼
と
の
公

害
防
止
協
定
が
無
く
、
県
に
委

ね
て
い
ま
す
。
県
は
、
デ
ー
タ

の
改
ざ
ん
を
見
破
れ
な
か
っ
た

が
県
へ
の
対
応
は
。
�

����　
県
は
加
古
川
市
と
と
も
に
公

害
防
止
協
定
に
基
づ
く
現
地
調

査
な
ど
真
相
究
明
に
取
り
組
ん

で
一
連
の
情
報
の
提
供
を
求
め
、

再
発
防
止
な
ど
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
�

　
浮
遊
粒
子
物
質
は
発
生
要
因

を
特
定
す
る
の
は
容
易
で
は
な

く
、
企
業
へ
補
償
の
要
望
の
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

答弁＝安心した環境に全力を�

日
本
共
産
党
�

中
西
　
美
保
子
�

答
弁
＝
松
田
教
育
長
�

答
弁
＝
高
橋
理
事
�

企
業
へ
要
望
の
考
え
は
な
い
�

答
弁
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木
村
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事
�

加
古
川
土
木
事
務
所
と
検
討
�

神
鋼
へ
補
償
の
要
望
を
�

水
田
川
の
安
全
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を
�

北 小 廃 校 後 の 対 策 は �

答
弁
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松
田
教
育
長
�

答
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＝
松
田
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町
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の
公
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で
も
あ
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�

答
弁
＝
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�

調
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を
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い
�

中
学
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�

巡
回
バ
ス
の
実
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�

答弁＝スクールカウンセラーなどで対応�

田
中
　
久
子
�

い じ め を 無 く す た め �

日
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表
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